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f産業社会と人間Jという科目では、遠い未来と近い未来をどう生きるか・どう学ぶかということを、多

面的な活動を通して、学び、考えていく。自己理解やライフフラン・時間割作成など自己の内面のアウトプ

ットや社会化に重きを置き、同じ 1年次で設定されている「キャリアデザインj と両輪で自身のキャリア意

識を高めてもらうことを意図している。本稿では、今年度新たに取り組んだ実践を中心に報告する。

キーワード 総合学科産業社会と人間 キャリア教育体験授業 ヒアリング

1. 総合学科高校における f産業井土会と人間Jの位置づけ

平成6年 (1釧年)に開設された総合判ヰは、勝麦高

校教育が抱えていた諸問題と新たなE寺代に応じた人材育

成への期待を込めて、明或3年 (1991年)の中核審答申

において f普通科・職業学科を総合するような新しい学

科J設置の構想が示され、平成5年 (1993年)2月の高

等朝交教育の改革の持強に関する会議によって総合学桝

の教育システムが具現化された(第四次報告)。総合学料

教育の特色として①将来の職業盟尺を視野に入れた自己

の進路への自覚を深めさせる学習を爵兜すること。②生

徒の個性を生かした主{柄拘な学習を通して、学ぶことの

楽しさや成新認を休験させる学翌を可能にすること、と

ある。いわゆる平成 11年(1999年)に中教審答申で用

語として使用されるようになったキャリア教育を教南果

程剣支を通して実践していくことが求められている。総

合特ヰのキャリア教育の根幹をなすのが原員IJ履.{I鉾隔で

ある「産業社会と人間Jである口文部科学省による本科

目の目標は、以下のとおりである口

ア 自己の生き方を探求させるとしづ観点から、自己

啓発的な体験学習や詩命などを通して職業の溜尺決定

に必要な能力・態度、将来の職業生活に必要な態度やコ

ミュニケーション能力を養うとともに、自己の充実や生

きがいを自指し、生涯にわたって学習に取り組む意欲や

態度の育成を図ること。

イ 現実の産業社会やその中での自己の在り方生き方

について認識させ、豊かな社会を築くために手新鋭切こ寄

与する意欲や態度の育成を図ることとすること。

また、これらの目標を達戒するための科目の内容とし
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て、「璃撲と生活J(職業人として必要とされる能力・態

度、望まし川織業観を養う学習)、「我が留の産業の発展

と社会の変化J(我が国の産業の発展につして瑚卒し、そ

れがもたらした社会の変化について考察する学習)及び

f進路と自己実現J(自己の将来の生き方や進路について

考察する学習)が設定されている。様々な学習・保験活動

を通した自己理q~~や社会瑚拝を基調としながら、社会・

職業生活で求められている能力や態度を養い、自己の将

来の生き方相邸各などのキャリア形成のフ。ロセスを歩ん

でし¥く。そのため f産業社会と人間」については、ティ

ームティーチングによる指導と社会人による授業・生徒

による実習・学習成果の発表など、の指導展開がさ翫UJされ、

指定された新ヰ書はなく、各朝交の実態ヰ教員集団の貧iJ

意工夫によって成り立っている。

2. 平成26年度 f産業社会と人間jの実蹴総

材交では、平成22年度入学生の教育課程までは、 f産

業社会と人間(以下、産社と記す)J (2単位)とともに

特に社会理解のイ則面を補強することを意図して「産業理

解J(2単位)の4単位を合わせて必勝訴ヰ目としていた。

しかし、平成21年3月告示の新学習指導要領を反映させ

た材交の来?T教育課程(平成23年度入学生より適用)にお

いて、「産業理解Jおよび土曜講座「アカデメイア〈希望

者選2尺授業)Jとして実施されていた取り組みを発展的改

組によって、新科目「キャリアデザインJとして生まれ

変わった。その目的は、学びのスキル、ソーシヤノレ・ス

キル、マネジメント・スキルなどを身につけることとし、

総合学桝で学んでいくうえでの学びの姿勢づくりを支援



することに重きを置いた。また、今年度の「キャリアデ

ザイン」では、先述のスキノレを泊養するとともに、「産業

理解jの理念を反映させて、多様な他者や社会など自己

の外部からの刺激に免献もることを劃ずししており、「産社J

が自己創鮮やライフプラン・時間害iJ1'乍成など自己の内面

のアウトフ。ットや社会化に重きを置くのと両輪で自身の

キャリア意識を高めてもらうことを意図した。

これまで4 単位で刻包してし叱「産社 (í産業部~引を

含む)Jを2単位lこ縮小して期庖するため、科目内容の精

選が必要となる。そのため、新科目 Jキャリアデザインj

に「産社jの一部機能を分担して、両者の年間計画を編

むことにした。その際、科目担当教員を年次担任団8名

とし、 LHRの11寺問をI~遡1寺子舌用するなど弾力的な運用を

務めた。新たにe}JlJした単元としては、専門科目の体験

授業(全81時間X2調査)の実施、および各学期2間の

ヒアリング(口頭試問)の潟j包である口科目選尺の前に、

専門科目を術験し、自らの適性を売組めたいとし 1う内外

からの声を受けて、専門主教科の1協力を得て苅包した。そ

して、様々な学びをふりかえり、集団面接肉食の形で整

理して述べてもらうヒアリングも定期;的に知直した。こ

のような大幅な新単元の導入に際して、進路ガイダンス

など短時間で済む時間をLHRに移動またはカットした

り、社会人による講話を「キャリアデザインJの時間に

料、て実15包するなどし九また、これまで2学期に鶏包

していた特別支援学校との交流会を1学期に移動したG

これによって朝交行事の多い2学期を回避することがで

きるようになっ1~

「産社」のまとめは、 2・3年次で学ぶ科目の決定(時

間割{何戎・入力)とライフプランの作成である。今年度

は、最約31に時間害11を決める前に {材対受業で専門科告

の一部を実際に体験し、自分の適性を確かめることがで

きた。また、ライフプランの作成については、ただの将

来像を描し1たれ三文に終わらせてほしくはないとの怒し1か

ら、外音問講師を招いたマインドマップ。の講習を実施し、

「産社Jなどで学んだ自己瑚卒・相会湖特1枚のマッ

プにまとめたうえで、作文に取り高Uνで、もらうようにし

た。

3. 本年度の取り組みの実際

以下、表1の年間計画のうち、代表的な単元の実際に

ついてまとめる。

コミュニケーション・キャンプは、入学式の翌日から

3治4日で長野県の黒姫高原にて鶏包するいわゆるオリ

エンテーション合福である口包湾奇しく知り合った仲間と

の友情を培う、@鴻怠合学剰における学習姿勢につして学

ぶ、③人と環境が調和して生きることの大切さを考える、

とし 1うことを目的とした総合学科である材交の重要な行

事として 1999年から毎年期j包している。入学式直後でま

だ話をしたこともない生徒同士がグループ。を作り集団活

動を千九、ながらコミュニケーションを深め、また本キャ

ンプ自体を「産業社会と人間jの授業の一環と位置付け、

料交で学ぶ土台づくりを行うとし1うのが大きな鞘数であ

る。

本年度の活動で、は グループ。ごとのアイスブレイクか

ら始まり、インストラクターのf岸尊により生徒間の信頼

関係、を高めながら仲間づくりを行う fフoロジェクトアド

ベンチャ」ーjや野尻湖周辺からホテルまでの長し世i譲住を

歩く「ロングノ¥イク」などに取り組んだ。また、夜の活

動では、「産社jの講話を開く活動を行った。初めて出会

う生徒同士が自己開示や他者受容のスキルを身に付けた

りやキャリア意識を持つための講話など、このキャンプ

によって円滑な高校生活のスタートが可能となっている。

帰校後、新入生オリエンテーションなどを経て、通常

授業がスタートするなか、産社について改めてガイダン

スを行い、「産社jとし、う科患の意義や目標、年間学習計

画と5平価基準等の概説を行い、総合学科の生徒が目指す
べき学びの方向を示したG また、今年度から指定を受け

たSGHによる新しい取り組みを誠実的に先取りして実

施するため、国際教育の概要や料交が加盟しているユネ

スコスクールやESDの取組みについて紹介し、 3年間

の学びや今後のライフプラン作成への刺激を与えたD

菜盟づくりは、生徒全員が校内の広大な農地lこ完封もる

チャンスの一つで、毎年産社で一人人区画が与えられて

作物づくりとその苦労や複数人での協働作業計特食する。

今年度は、産社の時間内にあまり時間カミ確保できなし1こ

とが予想されたので、税制ミ比較的容易なさつまいもを

育てることにした。 5月末に苗を定植し、 11月末に収穫

した口

特別支援学校との交流会は、筑波大学附属の各種特別

支援物交と近隣の県立糊iJ支援朝交の多大なるご協力に

より毎年実施させていただいているD 障害は先天的な事

由だけでなく、社会システムキ手ムたち自身の無知・無関

心によってつくられる障害もあることを念主頁に霞いて、

どのように共生していくべきなのかを考える良しヰ幾会と

なっている。

夏季休業中に数日間の聴場体験を期庖する。その前に

受け入れていただく企業などから講師をお招きしての社

会人講話を7月中旬に効包している。 働くことを(織し
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表1 平成26年度「産業社会人間」年間指導計画

H26産業社会と人間 年間指導計画

No jヲ お 主題 単元

。4 10-13 自分を見つめる 仲間との出会い

4 16 自分を見つめる iき分探しの体験

2 4 18 i当分を見つめる 自分を知る

3 4 25 自分を見つめる 自分を矢口る

4 5 2 自分を見つめる 振り返り①

5 5 21 {可を学ぶかどう生きるか 学びを深める l

6 5 23 社会の中で生きること 福祉社会を考える

7 5 30 何を学ぶかどう生きるか 学びを深める I
子

却l8 6 6 何を学ぶかどう生きるか 学びを深める 1

9 6 13 何を学ぶかどう生きるか 学びを深める 1

10 6 20 {可を学ぶかどう生きるか 学びを深める I

11 6 25 {可を学ぶかどう生きるか 科目選択

12 6 27 {可を学ぶかどう生きるか 振り返り②

13 7 9 生きてし、くこと働くこと 職業理解

11 7 10 何を学びどう生きるか 上級学校訪問

15 7 14 生きてしくこと働くこと 職業人講話

夏期休業中 生きていくこと働くこと j職場体験

2 9 5 生きてしくこと働くこと 振り返り③

3 9 12 生きていくこと、働くこと 職業調べ

4 9 19 何を学ぶかどう生きるか 学びを深めるE

5 9 26 何を学ぶかどう生きるか 学びを深めるE

6 10 3 何を学ぶカユどう生きるか 学びを深めるE

一 7 10 10 イ可を学ぶかどう生きるか 学びを深める五

，づEき一子， 8 10 何を学ぶかどう生きるか 学びを深める国

期 9 10 17 何を学ぶカ瓦どう生きるか 学びを深めるE

10 10 24 何を学びどう生きるか 科自群を失1]る

11 10 30 {可を学びどう生きるか 学びを深める血

12 10 31 {可を学びどう生きるか 振り返り@

13 11 7 {可を学びどう生きるか i時間害IJ作成

14 11 14 何を学びどう生きるか 時間割作成

15 11 21 イ可を学びどう生きるか 時間割作成/振り返り

12 5 イ可を学びどう生きるか 科目選択/ライフプラン

2 12 13 {免許更新講習公開授業]

3 12 19 何を学びどう生きるか 振り返り⑤

冬期休業

4 9 何を学びどう生きるか ライフフ。ラン

子.~ 5 23 何を学びどう生きるか ライフフ。ラン

期 6 30 何を学びどう生きるか ライブブ。ラン

7 2 13 何を学びどう生きるか まとめと発表

8 2 14 {可を学びどう生きるか 先輩と語る

9 2 20 何を学びどう生きるか まとめと発表

10 2 27 !華子土とは 振り返り⑤

計 40 
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各fl寺|壊の内容

5H寺Iíl~ 611寺l恨

コミュニケーションキャンフ。(総合学科について)

R-C.AP 国I~~教育について

産毛!:全体オリエンテーション SLST 

ユネスコスクールのシステム 福祉体験事前指導

ヒアリング①/ワークシート

さつまいも定植 体験授業オザエンテーション

特別支援学校との交流

体験授業①

体験授業②

体験授業③

体験授業③

科iヨ選択予備調査入力

ヒアリング②/ワークシート

職場体験準備

パス見学会

j殿場体験事前指導(全体)・社会人講話

l殿場体験・職場体験振り返り

ヒアリング③/ワークシート

仕事発見ガイダンス・職業体験(JS)

体験授業①

体験授業②

体験授業③

体験授業④

筑波大学訪問

体験授業振り返り

科目群ガイダンス

先輩の卒業研究発表を聞く

ヒアリング④/ワークシート

11寺開害1]を考える①

時間害1]を考える② 時間害IJ相談会

時間害IJ作成&相談会 2学期J辰り返り

授業時間害IJ入力 ライフプラン説明

ヒアリング⑤/ワークシート

ライフプランHR発表①

ライフプランHR発表②

ライフプラン学年発表

研究大会発表会前自準備

卒業生と語る会

研究大会

ヒアリング⑥/ワークシート

提出物・ファイル点検



コミュニケーション・キャンプ

菜圏づくり(さつまし、も崩直)

専門科自の件靖剣受業

筑波大学訪問・見学
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産社ガイダンス

特別支援判交との交流会

額議ダ

社会人講話(職場椅食事前学習)

SMÁ引の:ま ~ij

、.
8・‘，、.

マインドマッフ三茸演会

湾審ダ
ザ/



ながら、働く意義や苦労を知るとともに、その仕事が社

会でどのような位置にあるのか、どのような価値を生み

出しているのかを考える機会とした。その成果を夏季休

業中の8月上旬にポスターにまとめ、各々の学びを学年

全員で共有した。

10月には丸1日かけて、続大学である筑波大学(茨城

県つくば市)の見学を行う。大学の多大なるご1お力によ

って、いくつか0)/受業をオヰ交生徒向けに公開してくださ

るとのことで、大学の授業を体験する貴重な機会を得る

ことができた。また、料交の卒業生によ石信吉や材交で

教育実習を行った大学生にキャンパス案内をしてもらい、

研究室や専門施設の見学をさせていただし1た。後日の産

社の授業では、筑波大学の先生方にご来校いただき、出

前授業を実施していただいた。科目選択を目前に控えた

生徒たちはこれらの活動を通して、上級学校で学ぶとし1

うこと、それには高校関階の学習の基礎が大切であると

いうごく当たり荊のことを改めて身を持って実感したよ

うで、あった

4. 今年度の守新教的な取り組み・工夫

A.専門科目の的検授業の知j包

総合戦申立、普通教育と専門教育を総合的に施すこと

が科ヰ設置の目的として定められており、専門分野のあ

る手=lEf支の系統性を持った科自i強宍の目安として複数の系

列または科問J平が置かれている口専門科ヰやコース埠IJで

はないため、系列または科目群にしばられず帯二々な専門

分野にまたがって選択す一ることが可能な点も総合学科の

大きな特色であり、魅力で、あろう。オ寸交では、専門教育

を主体とした総合学科として噺漏した樹辛から、専門分

野の系統性によって系列(のちに科目群)科目として一

定の科目を指定溺尺とした。第2期教育課程改革 (2011

年)において、それまで2年 10単位分、 3年 14単位分

を系列指定科目・選択科目として縛っていたのに対し、

現行の教育課程では2年6単位、 3年8単位にまで軽減

した。これは一般選択科目の溜尺111高を広げ、生徒の興味・

~心や進路・ライフプランに応じた科自濁尺の多様性を

確保する意図があったからで、ある。しかし、大学全入時

代を迎え、加えて昨今の大学進学熱の高まりおよび大学

進学希望者の増加を受けて、安易に普通科呂の魁Rに流

れていく傾向が見受けられた。また、専門教科について

は、高校ではじめて学ぶものであるから、生徒にとって

はイメージがしにくく 結果として専門科自を回避する

ことにもつながっていた。 そうした問題から、かねて

から 1年次の段階で専門科目引材食することができるシ
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ステムを導入すべきであるとの声が内外から挙がってい

そこで今年度は、産社の授業の時間のなかで、専門科

目の側験授業を導入し、それぞれ専門教育の入門前亙の

位置づけで謁迩することにした。この講座を受けること

によって、専門科目で学ぶ内容や方法をイメージできる

ようにし、専門科目の魅力を感じてもらえるようにした。

また、保験授業を受けることで、自分の興味・関心や専

門分野に対す一る適性を確かめることもできるようにした。

1学期 (5"--'6 月)と 2学期 (9~1 0月)の産社の時

間(避2時間)を4週にわたって計8時間実胞した。講

座は各科目群から2つないしは3つの講座を開講しても

らい、講座の担当教員は、専門初ヰが主体となって運営

される各系列運営委員会に選定を俄|質した。生徒は、資

料1のような簡単なシラパスをもとに全 10請座の中か

ら各学期で異なる講座をi劉尺することになる。

高校入学前から将来の進路が決まっている生徒、夢が

決まっているがやりたいことが沢山ある生徒、自分自身

の具f柏句な将来像を描けていなし、生徒など多様な生徒が

いる。もちろん科目盟尺においては、体樹受業のほかに、

産社など、で、の様々な{織活動、担任や新担当教員との

面談、先輩や友ノ¥からのアドバイス、メディアなどから

得た↑静良など、様々な媒体からの刺激を受けている。そ

うした中で、 f格安授業が科iヨ選択にどのような効果をも

たらすのかについては保験授業によって自分の進路や

科自溺烈こ自信を持った生徒がし1たり、際主とやりたい

ことがあったが自分のイメージとのギャッフ。に苦労して、

その結果、進Z各や科目J1討尺を変えた生徒などが少なから

ずおり、一定の成果があったものととらえているが、詳

細については今衡¥[断的に分析を進めてし、かなければな

らなし10

以下の図1に、 1学期・ 2学期の{ポ蜘受業および12 

月の科目甜尺においてi献した科目群1・専門分野の推移

を示したものである。なお、線の太さが人数の多少を表

している。

1 ・生物資源・環境ヨヰ学科目群:農業や環境・生物を中

心とした科告を学ぶ

.工学システム・伸長科特ヰ呂群:工業や「開・物理

などを中心とした科自を学ぶ

・生活・人間科学科目群:亥庭科の専門分野(衣食住)

や福祉・保育を中心とした科目を学ぶ

-人文社会・コミュニケーション科目群:001擦を軸に

国語・英語や商業の科目を学ぶ



[資料1]体験授業の講座案内資料(一音5抜粋)

く伺験授業の関i器部室>

A.矧均資おまーキュウリの鉢和音〈接ぎ木苗の荷揚- B.環関:ヰ学一身近な環境と世界との関係を考えてみよう-

C.工学t静IXDディスクスタンドの製作 D.工学問。寸評技とコンピューター

E.生活。食分野の{利食 F.生活5O衣分野の{楠食 G. 福祉-ひとを援助することを考える一

H. I~際一世界を学ぶ、|立界を語る in English- トビジネスービジネスの基礎を学ぶ(簿拓也九|ヨIJ)

G 福祉 一ひとを援助することを考える一

日時 項目 学びの内容 担当者

5~良

|一泊して白一一わりにーる5月30尽 福祉・障がい・援助つてなに??
熊倉

産社担当者

6限

5限

6月68 筑坂のバリアフリーを考えよう! lり-‘誰もが使車続子叫がもの鎌仰をし醐iこはどのような ¥1)ア禍 熊倉

いやすくなるためにはどのような工夫が必要なのか考える。 産社担当者

6限

6Fl13日 1トi一56一一限服一一一 媛助技術(手話・点字)を学ぶ |騨なーーを学ぴ醐仰にーする
熊倉

産柱担当者

5限

6Fl20臼 ケアプランを立てる |事情を検討し日銀助するときの価値や倫理問て学ふ
産社穏当者

6限

点等 『生活支媛技術Jの綬業のイメージを持つことができます。
選択上の留意tii! 福との祉ー綬とい業うをでと受は介け特護るにのζ酬ことでとをは3考年必次え要が「あ介ちり護でナ総す合が;演‘Z習のj按業では対人権助に濁する看護や保育などにも共通することについて学びます。

ビジネス ーピシゃネスの基礎を学ぶ<簿記超入門>一

a時 項目 学びの内容 担当者

5限

5月30日 ビジネスゲーム
-慰単なゲームを楽しみながら、ビジネス全般について学びます。みなさんも、 i 中井

6線

5限

6Fl6日

6荷主

6Fl13臼 ，-一一5限一一一

6限|

月四日 I 5~ I 

簿記の2基礎①C{士訳と転記)

簿記の基礎②(試算表)

簿記の基礎③(精算表}

会役の社長さんになったつもりで、ガッチリ稼いで会社を発展させましよう。産社担当者

'1士訳と転記は、企業の会計担当者が臼常行っている手続きです日々の取引を!
中井

メモ書きしたものと言えばわかりやすいかもしれません。自分の寸、遣いf阪をつけ!
l産社担当者

るつもりで取り組んでください。

.8々 の取引をまとめた「試算表』を作成します。ここまで来ると、複式簿記の利! 中井
点が少しずつ見えてきます。左おの数字がピタリと合うと気持ちがいいですよ。 i産社担当者

j.数学が若手な人も大歓迎です。足し算、引き算、劉り算、掛け算が分かれば大丈夫です。
選択上の留意!~電車を持っている人は持参してください。(無い人には貸しますのでわざわざ翼う必要はありません。)
点等 宿題等はありません。

!.この授業を受けることで2年次「簿記Jの基礎基本は分かります。2年次からの学習はこの応用になります。
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工学以子ム・，!，j!jC出科学

ろiオ勿資源・原:J;i詐|午:

{料全j受業1判明 2 学J~I

生物資源・環捌判ヰiヨf=t.への推移

人文相会・コ ~J.:::!r-j3ン

~U~-. 人17i J科学

工学システム・II特日科苧

生物資源・ tE型j官;;/・~~

件当!刻受業l学WJ 2学期 選J1\科 I~'l詳

工学システム・情報科判ヰiヨ群への推移

人;立す会・コ:ムニケサlン

生活・人II¥JT:;j午・

工当f以子l、-情報科学

生物資源・環ザ詐l学
極語圏

内側受業 1'-')弓UJ 2判明 選択科目若干

生活・人間科学科自群への推移

人文tl会・コ:ュニケーション

生活・人間科学

工学システム・情報科学

生物資源・珠矧iト学

開出資授業 1 明~l 2学Wl i製R;f.ヰ 1~1洋

人文社会・コミュニケーション科目群への推移

I~ 1 1学期・2特 jの体側受業および12月の科自遡R

において濁弐した科毘群・専門分野の推移

イ根謝受業の科目選択への影響は一概には言えないが、

学年160名中 106名が 12月の科目選択において悶ーの

専門分野の科白群を溜宍した。科目群間で濁尺している

生徒数が異なるので、単純な比較はできないが、{本号剣受

業と関係のない科呂群を溜尺した生徒の多くは、普通教

-7-

科や国際を主体とした人文社会・コミュニケーション科

目的こ向かっている割合が比較的多かった。

B. ヒアりング(口頭試問)の実施

「産業社会と人掲jの授業で定期考査を実Ij毎すること

はなかなか容易で、はなし冶したがって、普通教科や専門

教科とは--1味違った評価の工夫が必要となるであろう口

また、学均三全体で活動す一ることが多く、かつ多様な学習

形態を期j包する産社で、は、学年全生徒への評{出の公平|主

を保つ必要がある。今年度産社の生徒の学びを評価する

主な方法は、毎設業の学びを言己W5R.表現する授業ワーク

シートの提出状況および吉己述内容の5段l控訴守出である。

ただ、ワークシートへの吉己主内容は、生徒の学習後の素

直なJ商習や想いによるものであろうが、場合によっては

非現実的・抽象的・他人事の言己主に終始していたり、評

価者の教員が喜びそうなきれいごとばかりが並べられて

いたりと1必ずしも学習の成果に値するものばかりではな

い。 したがって、あるf1f:J支の時間をかけて学習内容ペ3学

習成果ーの整理・内面化をj玄lり、論理的に他者に説明(記

述)するワークシートの百羽Eに対して、口頭による面接

i均衡ヒアリング)を課すことによっ vて瞬発的な思考力や

表明UJを問うことにして、言改Eと口頭の両面の発信内容

を総合して各学期の許守出・学年評定を算出している。

もともとヒアリングは、料交の l文音i糾告さは肯定:平

成 15~17 '9三度研究開発明交」で、開発された科目「起業

基礎J(明或 15~22年実施)において開発・取り組まれ

てきたものである。期j主の詳細1は資料2の教員マニコーア

ルに示したとおりである。教員 l人に対して各クラス生

徒5~6人による集団面接の形式で、いくつかの質問に

対して指名された生徒から簡潔に鮪搭していくものであ

る。クラスごとに 20分間支の時間を設定し、指定の時

間になったらグループ。ご、とに指定されたヒアリング会場

に移動する。移動の際にイ也のクラスの生徒との接触を避

けるため、廊下には誘導用の教員を配置している。

生徒の解答の話ヰ屈については、担当教員ごとに差が出

てしまうのを避けるため、資料3のように詞咽i用のマニ

ュアルを毎回作成して、共通の基準によって評価を出せ

るようにしているG 質問の内容によって~~?{llliの観保が設

けられており、生徒の鮪搭の状況に応じてフローチャー

トを辿っていくことで 1 人ひとりのð~f価を算出している口

質問1つ当たり 5点満点、言問態度、開く麹支、外見な

どで5点満点で、質問項目数に応じて 1回のヒアリング

で 15~20点満点としている。

ヒアリング以外の時間は、生徒は教室において fふり



[資料2]ヒアリングの教員用マニュアノレ

'14麓重義社会と人鰭 2014.12.1 9 

ヒヲコリング 教員マニュヲフル

白第1酪ヒアりグ実施 平成26年 12持198 (金)5/68寺際自

時間 内容 HR教室担当〈待機生穫の監鑓〉

13:15"-'13:20 浅草護の流れを確認 議穣・今野・本弓・ 5えi薬

13:25"-' 1 3:45 ヒアリングA組 藤態

13:50"'-'14:10 ヒアリング8総 今野

14:15'"'-'14:35 ヒアリングC組 コド弓

14:40"-' 1 5:00 ヒアリングむ組 5え保

15:oo'"'-J 1 5:05 ふりかえり.ws間収 謡館・今野・本8・久保

国グループ分けと設蟻

*各グループのメンバーはうンダムに分けているので、表の番号騒のように並んで箆らせる

グループ名 出霜番号 会構

A 31/4/1 9/38/8/25 

B 11/18140/28/37/1 8豊宮1鑓フロ?

C ぞう/35/29/39/23/15

D 9/27/2/16/32/21 

モ 24/17/10/33/14/5 
多目的蜜

F 20/34/26/13/3/41 

G 12/36/221ア/30

臨会蟻配盤鶴 主任は舗の崎を示す

8館1髄フロア 多密部教室

訊
D* 会①

@明日農薬科

①k 女u会!A鶴

一一一一一

ヒアリングの翠本スタイjし

交(教員)

暫l I 

Gだ~ヨミ
fグループ分け一覧(部紙)Jの

名簿のさEから額!こめ~⑥醤へ欝需
主長留学生2人はFグループ

一一一一一一一……均一一一日月四一一一 一 ー ー一白句
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固ヒアリング担当者

※HR 担任は担当クラスのヒ?リングを行わない。 (OEPはHRへの誘導強〉

符間 ヒアリング HR廊下 A B C 。 E F 

13:15 
くHR担当〉 く会境作成〉

本時の確認
藤額・今野・本弓・久保 熊議・鈴木・熊谷・安遠

14:20 
13:25 

A組 醸原 。今野 本弓 久(果 熊麗 鈴木 熊谷

13:45 

13:50 
8組 今野 議顔 0.::;ド弓 久保 熊麗 鈴木 熊谷

14:10 

14:15 

C組 本弓 藤原 今野 0久保 熊童 鈴木 熊谷

14:35 

14:40 
D組 久保 語顕 今野 本弓 熊憲司 鈴木 熊谷

15:00 

15:00 
まとめ 各HR揺当者

15:05 

国ヒアリングの流れ

・詔811/6 (木)SHRIこて説明WS配布。 fグループ分け・会場教室簿示j

・当Bは担当教員より移動の掲示があるまで教室待機(レポート作成またはヒアリングに備える〉

戸時の活動の確認の分〉

13:20 

[五紹 ω 分〉

13:50 

戸紹ω 分〉
14:15 

巴写竺竺
14:40 

(石組 ω 分〉

15:00 

(五とめ・ WS回収日〉

15:05 

確認後、とアリング担当者 .A組生徒Iel:各会揚に移動

終了後、 OEIJ担当者(今野〉はA組の生徒をHRfこ誘導。
今野Iel:B総の生徒をヒ?リング会揚へ移動指示。 B組の準備白

終了後、 OED担当者(本弓〉は8組の生徒を HRに誘導。
本弓はC組の生徒をヒアリング会場へ移動指示。 c組の準備の

終了後、 O印担当番〈久保〉はC組の生徒をHRに誘導。
久保Iel:D総の生徒をヒアリング会揚へ移動指示。 。組の準備。

終了後、 O絹の生徒を HRに戻す。

※各ヒアリングでは、ヒアリング辞髄シートく制紙〉に記入しながら進める。

※むアリング終了の生能と、これからヒアリングを受ける生徒を接触させない。

ーフー
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G 

安達

安透

安遼

安達



{資料3] ヒアリングの評価基準シート

〈質問項白と評価の露点〉

「これから2つ箆間をします. 1つずつ質問していきますので、

※2つの箆筒の受け替え中仁チェックする事項

1 雲量産違い・2霊祭の羽織Eさく蕗万で1点) ¥..話す態度 (0-2点〉

j::襲警察葬場書記;震二時即日正-
5.話を飽くときの姿発iまよいかく1点) f 外 見 (0-2点〉

合計 ち点満点

[科g選択(隠間割作成〉とうイフプランの漆続}

質問1
1 2自のはじめに2・3年次で学ぶ科巴の入力を行い、 3王手閣のあなたのカリキュラムが決まりましたe
ただ、 5綬3王手簡の学びだけがあなたの人笠では無いはずですe
今後のおなたのうイフプランをふまえてどのような万針で科目選択を行いましたか=具体的な1到をあげて説明してくださいs

評価の観点

|科8選択の方針についてヤイ 蓄えない | 
1 科包選択の方針のqコ星雲が

万針ほうイフフランを

(T-GAPへの怒り組みへの重量霊祭]

今後の学びに対するB的意識が

評iiffi

つ
ι 

r、。

¥一献ー
高l，，¥または照的トー=5

先日のT-GAPのポスター発衰の中で、参霊祭替からの質問やアドバイスなどから、あなたのグループの企醤にどのような諜鐙が見えてきましたか.
まだ、そ使潜舗を克磁するとめにあなた自惑は今後どのような努力をしていく必要があるでしょうか.具体的に説隠して下さいe

E平錨の重量点

質問2

評価

霊安霊望書からの質問・アドバイスが

企題の課題について

企霊廼霊の諜霊題霊を克E穏窓する翠力について

¥川ベ i慨也雌復制的 .ぺぺ{臥{

¥ E努力の7万ラ陪性が

2 

~ B質的・ 8分事 H非規則また峨隊←=4

1現実的または異体的トー 5
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かえりワークシートjに取り組む。これは、いわゆる定

期考査の代わりとなるもので、 B5用紙3ページ分のス

ペースに、定められた|時間内で、毎日寺の授業ワークシート

を見返したりしながら言己主してし¥く。ふりかえりワーク

シートの設問は、作問者同士で密な打ち合わせをしてヒ

アリングでの質問項目と棲み分けをすることで、限られ

た時間の中で11Jffi広い内容について目を向けることができ、

拡散しがちな産社の学習内容を整理することや学習成果

を自覚化させることに寄与している口

ヒアリングおよびふりかえりシートの耳対世みは、単に

評価の方法としてよいだけでなく、生徒の論理的思考力

や表現力の育成にも寄与するとともに、特にヒアりング

は、言策室し 1ペラ矧育、頭髪・服装などを正すきっかけと

なり、大学受験や就職前験の|際の面接討話会の練習にもつ

ながるもので、あるD

平空き持、
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生徒のマインドマップ。作品例 f私のライフプランJ

C.マインドマップ。によるライフプランの作成

毎年1年次生は、冬休みに時間をかけて作文し、年明け

の発表会で自分の将来像や今後の人生設計を高らかに発

表してきた。ここで、の決意表明がその後の高校生活や人

生の中でどれだけ持続しているかについては、詞ヰ面が分

かれるところである口今年度はこのライフプランの作成

にあたって、自分自身のこれまでをふりかえる(興味・

関心・適性なのことと、近い未来・遠い未来を(現在
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の興味・関心だけでなく、自分たちが社会に出るころの

社会のあり様や求められる人材像などをふまえて)呉体

的に描く取り組みにしたいと考えている。そこで、日本

におけるマインドマップ普及の第一人者である内山雅人

先生をお招きして、マインドマッフ。の手法を手がかりに

ライフプラン作成に向けた思考を深めていくとともに、

単に情報を紡ぎだすだけではなく、この一連のワークを

通じて思考力・創造力・記憶力・集仁1=1力など様々 な力(リ

テラシー)を高める体験を導入した。

「マインドマップ」は、イギリスのトニーブザン氏が

1970年代に開発した思考法・発想法で、センターイメー

ジから派生するブランチに関連する単語を乗せて、そこ

からさらに連想するようにブランチを伸ばしてし1く。講

演会では、いきなりライフプランのマップを描かせるの

ではなく、一般的なマップの書き方を習得することに重

点を罷いた。今回は双方のスケジュールの都合で、 LH

Rの時間を延長して 75分の講演会を2回のみ実施する

ことができた。次の講演まで、に①イノレカの生態(簡易な

文章に書かれている内容をマップ化する課題)、②ペット

ボトノレ(具体物からイメージをふくらませてマップ化す

る課題)の2種類の宿題を課して、マッフ1ヒの手法を定
着させるようにした。そして冬休みの宿題として、自分

自身をテーマとしたマインドマップの作成とマップを元

に自分のライフプランを 1600字程度の作文にまとめる

ことを課した。年明けになると、ライブプランのHR発

表会や学年発表会でクラスメイトの興味・関心や将来像

などを共有し、自己理解・他者理解を一層深めてし1くD

5. おわりに

今年度の「産業社会と人間」の評価は、毎時間の授業

ワークシート、学期に2回のふりかえりシート、ヒアリ

ング(口頭試問)の総合評価によって行ったD しかし、

本科目の定める目標と実際に行われている評価(成績)

にはある種の事離がみられる。毎時間のワークシートに

は、短絡的な決意表明や繰り返し続く自己反省など様々

なレベルで、の記述がみられる。このワークシートがよく

書けている生徒が、すなわちキャリア意識が高いとは言

い切れない。また、普段から将来のキャリアを意識して

積極的に諸活動に参加していてもワークシートの提出が

なされていない限り、産社の成績には反映されない。し

たがって、当科自の成績(評価)は、 f産社の授業で何を

学び、社会や自分自身のあり方をどれだけ考え、それら

をどれだけ適当に表現し、期限を守って提出することが

できたかjを測るものにしかなりえていない口ただし、

この産社の時間を通じて、自分自身の将来について、自

らが生きる社会について、 2・3年次の学びの方向性(時

間害IJ)や高校卒業後の進路について、否が応でも考える

契機となっていることは事実である。もちろんワークシ

ートの記述の際には、ただやみくもにその場で思いつい

た感想を書くのではなく、何をもとにどのような学びが

あったのか、何がどのように価値観が変容したのか、 0

0の視点から身についた力は何かなど、書く|祭の観点を

指導しているo v"¥ずれにせよ、 j華社の目標と指導(実践)

と評価の一体化については、再考する必要があろう。

最後に今年度の授業後にとったアンケートの結果につ

いて簡単に触れておしまず、産社の授業の各単元につ

いて、自身のキャリアや科自選択を考えるうえでの影響

度について4件法で問うた(図2)。また、右端の数字は、

特に印象に残った単元として挙がった数である(複数回

答)。概ね f影響があったjと回答している単元が多くみ

られる。特に今年度の特徴的な取り組みである専門科目

の体験授業については9割以上の生徒が影響があったと

回答している口体験授業において、専門科医の一端を体

験したことで、その分野への自分の興味や適性を確認で

き、科目選択への具体性が増したとの声が多かった。ま

た、影響度が低かった菜園づくりについては、今年度は

産社の授業内で、時間を確保することが難しいことが予想

されたため、管理が比較的容易なさつまいもで実施した。

全体での菜園での作業は数回しか実施することができな

かったことが要因であると考えられる。ただ、農業に関

する科目選択や進路を考えている生徒にとっては、数少

ない入門の機会であるし、直接本人の科目選択に影響は

なくても、広大な農場の一端に触れる貴重な機会として、

毎年 160名全員に菜菌づくりを課しているものである。

次に、科目選択の際に影響を与えた人(複数回答)に

ついては、家族を筆頭に本校の先輩、 HR担任・副担任

のj煩番に挙がっており、 HR担任との面談等は繰り返し

実施しているものの、最終的には家族との相談の結果が

科目選択に強く反映されていることがうかがえる結果と

なった(図3)。また、科由選択にあたって必要な情報(進

路の基礎知識や、入学・就職試験の科目、その受験に必

要な単位数など)をしっかりと収集できたかについては、

肯定的な意見が4割弱にとどまった(図4)。一方で6害IJ

の生徒は自分の科自選択に何らかの不安や不満を抱えて

おり、産社の授業の一環として、上級学校への見学会や

大学教授の出張授業などは実施しているが、適宜 HR担

任を中心とする教員・学校側からの適切な情報の提供や

状況確認が不可欠であることを示唆している。
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最後に、キャリア教育で、育成すべき諸能力について、

現時点での状況も問うてみた(図 5)口具体的には、キャ

リア教育で、育成する「基礎的・汎用的能力(人間関係形

成能力、社会関係形成能力、自己理解・自己管理能力、

課題対応能力、キャリアプランニング能力)Jと「社会人

基礎力(主体性、働きかけ力、実行力、計画力、発想力、

発信力、柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコント

ロール力)Jの諸点について4件法にて問答を得た。社会

関係形成能力、課題対);t~能力、 1WJJきかけ力、ストレスコ

ントローノレ力の諸点において、否定的な回答が多くみら

れる口これらはし吋とれも他者や社会との関係において求

められるものであり、これらの能力や視点は産社のみで、

育成されるものではないが、キャりア教育において他者

や社会との接点をし¥かに確保するかは大きな課題で、ある。

総合学科高校におけるキャリア教育は、「産業社会と人

間Jのみで行われるものではなく、 31~三間のあらゆる場

面を通して行われるものである。基礎学力の定着を確保

しながらも、総合学科の特色ある諸活動を通して、 1~5

に掲げられた諸能力の育成にも積極的なアプローチをか

けていきたい。
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